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宅
二
・
川
を
建
段
す
る
こ
と
に

年
も
町
営
住
宅
十
六
戸
、
教
員

《
姓
、
ソ
圭
季
１
レ
ー
Ｌ
ｏ

に
力
を
入
れ
て
恥
ま
す
が
、
今

一
・
当
町
で
は
町
営
住
宅
の
雌
設

一
徹
六
戸
、
教
凶
住
宅
は
南
中

発

行

手
し
て
い
ま
す
。

さ

じ

核
に
二
戸
と
な
っ
て
お
り
、

税
の
相
談
日
ペ
剤

毎
月
五
の
つ
く
日
は
「
税
の

相
談
日
」
に
な
っ
て
い
ま
す
か

来
る
十
一
月
一
日
よ
り
十
日
ま

で
は
「
納
税
者
の
声
を
聞
く
旬

間
」
で
す
。

こ
の
旬
間
に
は
税
金
の
こ
と

に
つ
い
て
の
相
談
は
も
ち
ろ
ん

税
務
署
へ
の
不
平
不
満
や
署
員

の
応
接
態
度
な
ど
、
な
ん
で
も

申
し
で
て
下
さ
い
。

（
五
所
川
原
税
務
署
）

建
没
さ
れ
る
の
は
若
松
町
に

で
に
入
札
も
終
り
、
工
事
に

二
穐
五
川
、
瀕
瀬
聖
雀
野
に

二
報
五
戸
、
旧
競
馬
場
に
第

輌
恥
唾
》
十
一
一
一
坪
建
設

印
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」
》
調
査
の
目
的
咽

国
勢
調
査
は
、
国
の
も
っ
と

一
恥
哩
群
鋤
諏
蠅
酎
執
琳
で
順
料

別
な
ど
の
人
口
構
成
を
明
ら
か

に
し
て
、
国
の
政
治
や
行
政
は

も
ち
ろ
ん
、
都
道
府
県
お
よ
び

『
市
町
村
の
行
政
に
直
接
役
立
つ

資
料
を
御
る
た
ぬ
に
行
な
わ
れ

る
も
の
で
す
。

》
国
勢
調
在
の
結
果
は
、
た
と

え
ば
教
育
、
住
宅
、
社
会
保
障

交
通
な
ど
の
対
策
や
談
働
定
数

の
決
定
、
地
方
交
付
税
の
算
定

な
ど
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。

意
．
頴
査
・
や
．
結
澤
栓
掛
斯
．
》

’
金
木
町
で
は
、
全
町
を
七
十

三
区
に
分
け
、
七
十
二
人
の
調

査
風
が
各
家
庭
を
訪
問
し
て
淵

在
用
紙
を
く
ば
り
、
申
告
ま
た

は
聞
き
と
り
に
よ
り
調
査
を
行
一

ツ

八
口
減
り
、
世
帯
数
増
え
る

交
付
税
な
ど
に
影
響
か

，
玲
號
》
壁
・
識
．
鰯
確
報
．
、
，
函
澤
ハ
蕊
》
〃
“
・
か
翻
曇
洋
室
一
計
》
倖
錘

騨
辮
灘
蕊
壱
醗
敬
髄
深

・
で
。

９
。
ニ
ロ
タ
ロ
ロ
巳
．篭

○
昭
和
四
十
年
度
国
勢
洲
査
は
十
月
一
日
を
洲
在
期
日
と
し
て
全
国
い
○

○
つ
せ
い
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
か
、
金
木
町
の
世
幣
数
と
人
口
の
集
帥
○

○
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
世
幣
数
で
は
前
回
昭
和
○

○
三
十
五
年
の
洲
査
結
果
よ
り
、
二
二
世
帯
増
加
し
て
い
ま
す
か
、
○

○
人
口
で
は
逆
に
一
、
一
五
五
人
も
大
巾
に
減
少
し
て
お
り
、
今
後
の
○

○
町
行
財
政
の
上
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
○

I Ｂ
９
ｑ

、

昭
和
㈹
年
度な

い
、
十
月
十
五
日
で
全
調
査

区
の
調
査
を
終
わ
り
、
集
計
作

業
を
進
め
た
と
こ
ろ
、
別
表
の

よ
う
な
結
果
か
で
ま
し
た
。

こ
れ
を
前
川
昭
和
三
十
五
年

の
調
査
結
果
と
く
ら
べ
て
み
る

と
、
世
補
数
は
三
、
二
三
二
で

二
二
の
蛸
、
人
口
は
一
五
、

四
七
七
人
で
一
、
一
五
五
人
の

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

↓
男
女
別
の
人
口
を
み
る
と
、

男
が
七
、
四
四
一
人
で
八
五
八

人
、
女
か
八
、
○
三
六
人
で
二

九
七
人
そ
れ
そ
れ
減
少
し
て
お

り
、
男
の
減
少
が
著
し
い
の
は
、

や
は
り
覇
出
稼
ぎ
か
多
い
た
め

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

地
区
別
に
み
る
と
、
世
補
数

で
は
金
木
が
一
、
七
七
八
で
一

六
二
、
語
瀬
か
八
五
○
で
三
五
、

悪
良
市
か
六
○
四
で
一
四
と
そ

れ
ぞ
れ
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

人
口
の
減
少
は
全
体
で
一
、

一
五
五
人
で
す
が
、
そ
の
う
ち
、
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斗
へ
嘘
然
謬
齢
奉
寄
溌
霞
薄
競
唖
裁
蕊
↓

町では､､．§ミ焼却勒刀報置に伴い、．．ミの定期収集曇徹底
するため、1,385,000円で1.5トンの新型のゴミ収集車を賊入

しました。10月8日から活動を始めていますが、次の日程で
．‘ミの収集を行なう計画ですので、係では、ご協力を望んで
います。

｜
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瀬
が
四
四
九
人
、
喜
良
市
が

四
三
五
人
と
大
半
蚕
占
め
、
金

木
が
二
七
一
人
と
一
番
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
人
口
が
軒
な

み
に
減
少
し
て
い
る
中
に
あ
っ

て
金
木
の
女
の
人
口
だ
け
が
十

二
人
墹
加
し
て
い
奇
の
か
目
立

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
人
口
か
減
少
し

た
の
は
、
中
学
生
な
ど
の
雌
川

就
職
や
、
出
騒
ぎ
が
増
加
し
た

た
め
と
考
え
ら
れ
、
世
術
数
が

墹
加
し
た
の
は
、
県
や
そ
の
他

の
出
先
機
関
、
出
張
所
な
ど
が

墹
加
し
た
こ
と
と
、
生
活
が
一

つ
の
夫
婦
を
単
位
と
し
て
進
み

つ
つ
あ
り
、
そ
の
た
め
分
家
な

ど
し
て
独
立
し
た
家
庭
を
持
つ

人
か
増
え
た
こ
と
な
ど
に
よ
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

世
帯
数
が
増
加
し
、
人
口
が

減
少
し
た
た
め
、
一
世
帯
当
り

の
人
口
は
、
昭
和
三
十
五
年
の

五
・
五
人
か
ら
四
・
八
人
に
低

下
し
ま
し
た
。
．

、
《
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、

人
口
の
一
、
一
五
五
人
の
減

少
に
よ
り
、
今
の
と
こ
ろ
、
議

凸
定
数
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん

か
、
地
方
交
付
税
な
ど
、
今
後

の
町
行
財
政
の
述
常
上
、
か
な

り
の
影
稗
が
あ
る
も
の
と
思
わ

れ
て
い
ま
す
。
地
方
交
付
税
に

は
、
人
口
の
数
を
噸
定
の
雌
礎

と
す
る
項
側
か
八
つ
も
あ
る
か

ら
で
す
。

人
口
の
減
少
に
よ
り
交
付
税

が
少
な
く
な
る
と
す
れ
ば
、
そ

う
で
な
く
て
も
苦
し
い
地
方
財

政
を
さ
ら
に
圧
迫
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
、
今
後
、
国
に
お
い

て
な
ん
ら
か
の
対
策
を
識
じ
る

よ
う
、
人
口
が
減
少
し
た
市
町

村
な
り
、
県
な
り
か
強
力
に
働

き
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ

け
で
す
。
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南新町、尾野病院
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喜良市南本町川端町
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野良市南本町川端町若松町金木病院

小川町1区2区、

寺町浦町芦野町

ら
四
十
二
日
間
に
わ
た
り
外
遊

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

同
氏
は
、
社
会
党
の
関
、
第

一
ク
ラ
ブ
の
成
田
胴
雌
議
と
と

も
に
、
都
道
府
雌
議
員
四
十
二

名
か
ら
な
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会

保
障
制
度
視
察
団
の
一
口
と
し

て
行
く
も
の
で
、
十
一
月
四
日

羽
田
空
港
を
出
発
、
デ
ン
マ
ー

ク
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、

口
花
田
県
議
が
外
遊

●

欧
州
の
社
会
保
障
制
度
視
察

弼瀬東町下鍛冶町
中

若松町

琴
〃

ソ共．室

舜震
小川町1区2区新酒町

聴町'281譲総臘町芦野町神明町朝日町
金木病院 蕊蕊蕊蕊’301南新町尾野病院

雌
識

会
談
凸

の
花
田

一
氏
は

十
一
月

四
日
か

か
ら
つ
と
肺
れ
上
が
っ
た
秋
空
の

下
、
エ
ン
・
シ
ン
の
音
も
蝿
や
か
に
、

稲
の
脱
殻
に
い
そ
し
む
一
団
が
広
く

開
け
る
田
ん
ぽ
の
あ
ち
こ
ち
に
見
ら

れ
る
今
日
こ
の
頃
。

冷
害
だ
、
不
作
だ
と
い
わ
れ
て
も
、

や
は
り
収
稚
の
必
び
は
格
別
だ
。

少
し
ぐ
ら
い
疲
れ
て
も
、
わ
ず
か

ぐ
ら
い
遅
く
な
っ
て
も
、
苫
に
な
ら

な
い
。

Ｋ
ｆ
も
て
〃
、
て
〃
、
ぐ
〃
、
ｆ
〃
Ｌ
ｆ
Ｊ
お
く
Ｊ
Ｌ
ｆ
〃
、
ｒ
凸
正
〃
恥
ｆ
〃
、
ｒ
Ｄ
ｆ
ｆ

イ
タ
リ
ア
な
ど
の
各
国
を
視
察
一
一

し
た
あ
と
、
十
一
月
二
十
四
日
一
一

帰
国
す
る
一
行
と
別
行
励
を
と
一

り
、
ア
ラ
ブ
連
合
、
パ
キ
ス
タ
↑

ン
、
イ
ン
ド
、
南
ベ
ト
ナ
ム
を
一

綴
由
し
て
、
十
二
月
十
五
日
羽

田
空
港
に
州
っ
て
く
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
金
木
町
民
、
‐
町
議
会

織
蛙
、
商
工
会
長
が
発
起
人
と

年
研
修
所
で
壮
行
会
を
開
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
ｃ
出
府
希

認
者
は
二
十
九
日
ま
で
役
場
の

総
務
課
ま
で
申
込
ん
で
下
さ
い

花
田
県
蟻
の
話
Ⅱ
こ
れ
を
機
会

に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
参
視
察
し

て
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
留
守

中
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

率
他
日
毯
職
鍾
土
榊
鋼
娠
叶
順
一

港
雛
欠
貌

ム
一．ユ■ 一
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つ け料金 十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
は
共
同
募
金
連

動
期
間
で
す
。

共
同
界
金
迎
動
は
、
社
会
柵
祉
に
つ
い
て
の
阿
民
の
剛

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
助
け
合
い
の
鮒
神
を
耐
め
て
社

会
保
障
を
推
し
進
め
よ
う
と
い
う
趣
旨
か
ら
始
め
ら
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

金
木
町
で
も
、
近
い
う
ち
に
行
政
協
力
秀
貝
が
各
家
庭

を
訪
問
し
て
募
金
の
お
願
い
に
行
き
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

塾
毎
死
融
却
訓
訓
引
訓
訓
．
剛
．
引
詳
．
謝
馴
計
．
馴
論

』
，
‘
、
共
同
募
金
運
動
、
！

氾
話
の
ほ
し
い
刀
で
、
ま
だ
叩
込
ん
で
い
な
い
力
は
、

い
ま
す
ぐ
申
込
ん
で
下
さ
い
。

い
ま
の
と
こ
ろ
、
四
十
本
ほ
ど
余
裕
が
あ
り
ま
す
が
、

先
擶
順
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

申
込
み
方
法
や
取
り
つ
け
料
金
は
左
記
の
と
お
り
で
す

記

申
込
先
金
木
郵
便
肋

申
込
期
限
十
一
月
五
日
ま
で

取り

債
券
は
十
年
後
二
倍
に

な
っ
て
戻
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
は
自
由
に
売
買

す
る
こ
と
か
で
き
、
祇
券
市
腸
〈
．
出
し
て
も
、
八
○
、

○
○
○
円
の
価
券
は
七
六
、
○
○
○
円
程
度
で
取
引
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
偵
券
を
す
ぐ
処
分
す
る
と
、
一
万

四
千
三
百
円
で
氾
話
が
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
‐
・
檸
梶
‐
■
■
■
■
■
・
凸
・
凸
２
■
■
Ｐ
■
■
回
の
む
ら
“
一
■
■
■
Ｅ
■
■
”
甲
の
■
■
■
■
■
⑤
“
・
か
凸
■
■
■
■
同
●
●
争
守
凸
二
■
■
■
■
■
凸
■
Ｇ
・
■
■
■
■
■
■
勾
口
“
ご
Ｅ
■
■
■
■
毎
二
Ｐ
子
■
■
■
■
■
■
Ｐ

‐
鋸
】
一
一
一
一
一
コ
●
．
●
●
．
‐
叩
１
叩
Ⅱ
‐
刑
肘
蜘
Ⅱ
叫
別
Ⅱ
卯
Ⅲ
Ⅲ
Ⅳ
Ｐ
ｌ
ｈ
Ｉ
Ⅳ
Ｉ
ｈ
俳
腓
仙
肌
１
岸
‐
Ｊ
Ｎ
１
Ｊ
Ｋ
ｈ
脂
ｈ
Ｆ
ｆ
ｈ
１
■
■
１
７
ｔ
■
■
Ｉ
４
Ｌ
″
ｌ
‐
■
Ｖ
０
Ｈ
ｂ
‐
■
‐
凸
■
６
Ⅱ
Ｉ
０
６
Ｉ
Ｈ
■
，
■
０
１
ｊ
０
０
１
４
日

11月5日から－
区

１
９
６
口
ｂ
″
も
■
■
■
■
■
ｒ
屯
Ⅱ
■
■
９
０
ｔ
、
Ｂ
ｉ
日
・
咽
Ⅶ
‐
‐
‐
畦
日
ｒ
Ｒ
Ｂ
Ⅱ
日
日
〃
１
日
■
■
日
夕
ｉ
ｎ
Ｂ
日
日
日
夕

区分|単独咽活|共同脳話

加人縛｜‘00円’’00円
設術料|,0,000円''0.000円

電
話
の
ほ
し
い
方
は

い
ま
す
ぐ
申
込
み
を

１
１こ

の
務
抑
は
選
挙
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
娠

年
つ
く
る
も
の
で
す
。

こ
の
名
紳
に
は
、
昭
和
二
十
年
十
二
月
一
エ

一
日
ま
で
生
れ
た
者
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

縦
随
は
左
記
に
よ
り
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
、

必
ら
ず
ｎ
分
の
名
簿
を
確
か
め
る
よ
う
に
し
一

下
さ
い
。

ｄ

期
間
十
一
月
五
日
か
ら
十
五
日
間

場
所
Ⅲ
金
木
地
区
金
木
町
役
鋤

Ⅲ
茄
瀬
地
区
流
瀬
支
所

Ⅲ
郷
災
市
地
Ⅸ
蒋
良
巾
文
所

万一素|茄而両l30m5
１
１

’一一一一一一一一~一~－－一’
「計｜"""0円'40“0円’------一一一

’

毎月の砥話料金
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十
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金第81号 木 だ よ り I1"|140年10月25B(月)!(2)
Ｆ
Ｕ
Ｂ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
厘
口
’
０
０
○
・
．
０
口
，
●
。
ｏ
○
口
。
。
ｐ
○
ａ
ｑ
０
ｐ
・
Ｉ
川
Ｉ
申
１
４
１
１
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
‐
ｆ
Ｌ

一
■
■
旬
”
■
。
■
■
旬
■
●
ぬ
白
白
。
■
■
■
■
句
■
口
写
ｅ
■
■
●
。
■
●
■
■
ｃ
■
■
●
。
■
■
■
■
宮

現
任
、
金
木
南
中
学
校

（
滞
瀬
・
喜
良
市
胴
中
学

校
統
合
）
や
畑
話
肋
な
ど

の
ほ
か
、
金
木
郵
便
肘
、

弘
前
相
互
銀
行
金
木
支
店

な
ど
、
盛
ん
に
新
築
工
事

か
行
な
わ
れ
、
ち
ょ
っ
と

し
た
建
築
ブ
ー
ム
の
砿
を

呈
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

わ
が
金
木
町
の
盟
進
ぶ
り

を
示
す
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。

そ
こ
で
、
こ
の
建
築
ブ

ー
ム
に
焦
点
を
合
わ
せ
、

工
邪
の
進
み
具
合
な
ど
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

営
林
署
向
い
に
局
舎
の
新
築

と
投
伽
の
拡
張
工
堺
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
、
韮
礎
工
覗

の
段
階
。
四
十
一
年
の
夏
頃
完

成
の
予
定
。
局
舎
か
完
成
す
る

と
、
い
ま
ま
で
の
手
動
式
地
話

か
ら
全
部
ダ
イ
ヤ
ル
式
に
き
り

か
え
ら
れ
る
計
画
で
、
苦
情
の

た
え
な
か
っ
た
池
祇
事
悩
も
一

気
に
解
消
さ
れ
る
も
の
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

》
。
■
■
■
■
■
■
『
も
■
『
自
甸
■
■
■
■
■
■
●
■
●
。
◆
ｑ
号
ｅ
●
■
●
凸
●
■
■
町
の
①
■
『
●
■
。
っ
ぽ

》
郵
便
局
一

◆
ｑ
吟
■
①
屯
ｎ
句
●
■
■
句
■
色
毎
Ｇ
毛
■
⑤
。
●
■
●
曲
。
。
■
■
ｑ
勺
■
帥
■
①
。
■
■
■
申
珀
■
■
。
Ｂ
●

現
在
の
局
舎
は
老
朽
化
し
て

い
る
う
え
に
、
狭
く
て
執
務
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
尾
野
病
院
向
い
に
木
造
平

腱
建
七
十
坪
の
局
舎
杢
新
築
中

唖
南
中
学
校
一

。
■
■
■
■
■
④
●
■
●
④
●
●
旬
■
■
凸
凸
●
ｄ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
凸
ｅ
●
旬
●
●
●
●
①
■
●
■
ｂ
■

本
年
四
月
か
ら
茄
瀬
・
響
良

巾
咽
中
学
校
か
統
合
し
、
金
木

南
中
学
校
と
し
て
発
足
し
ま
し

た
が
、
そ
の
新
校
舎
の
第
一
期

工
珊
は
、
い
ま
盛
ん
に
行
な
わ

れ
て
お
り
、
三
階
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
打
ち
も
終
り
、
七
十
％
の

進
行
率
。
一
期
工
事
の
完
成
予

定
は
十
二
月
二
十
五
日
。

■
耳
ａ
ｅ
ｑ
●
毎
■
■
■
ａ
。
●
■
■
毎
巳
●
巳
■
■
■
■
●
■
■
■
旬
ｎ
Ｇ
句
■
守
■
■
■
■
■
■
■
●
ｑ
■
ｑ
ｒ

唖
電
話
局
唾

町

電
話
局
や
郵
便
局
な
ど
続
々

相
互
銀
行
は
ほ
ぼ
完
成

【金木南中学校】

》
弘
前
相
互
銀
行
一

金
木
支
店
》

●
●
●
●
●
■
の
■
④
■
■
■
■
●
■
■
■
凸
の
●
●
■
■
■
■
●
■
ロ
●
●
ゆ
凸
①
■
●
。
■
■
Ｇ
画
■
■
■
Ｐ
ｑ
Ｄ

金
木
町
本
町
の
旧
警
察
悪
あ

と
に
、
工
事
費
三
千
五
百
万
円

を
も
っ
て
鉄
筋
二
階
処
の
店
舗

を
建
築
中
で
、
ほ
と
ん
ど
完
成

で
、
十
一
月
い
っ
ぱ
い
で
完
成

の
予
定
。
新
局
舎
で
の
業
務
は

十
二
月
五
日
頃
か
ら
に
な
る
予

定
で
、
雌
話
業
務
は
、
他
活
励

の
新
築
が
終
る
ま
で
現
在
地
で

業
務
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

総
面
祇
は
一
五
八
坪
で
、
一

階
は
覗
務
室
、
二
断
に
は
大
小

の
会
繊
室
、
応
接
室
、
食
堂
な
ど

あ
る
り
っ
ぱ
な
建
物
。
こ
れ
で

本
町
に
は
げ
森
銀
行
、
津
軽
伯

用
金
庫
、
弘
前
州
互
銀
行
と
主

な
金
融
機
関
の
支
店
が
そ
ろ
っ

た
わ
け
で
、
町
の
発
展
に
寄
与

す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

な
お
、
十
一
月
の
六
日
に
落

成
式
を
行
な
い
、
八
日
か
ら
新

店
舗
で
業
務
を
始
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

【 電話局】 【金木郵便局】
》

金
木
町
で
は
昭
和
四
十
一
年

一
月
一
日
か
ら
、
国
民
健
康
保

険
加
入
の
全
世
帯
風
に
医
鍜
宙

の
七
割
船
付
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
・
・

こ
れ
は
、
法
徽
と
町
条
例
の

改
正
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

い
ま
ま
で
は
世
帯
員
の
場
合

五
割
、
世
滞
主
の
場
合
に
限
り

七
割
給
付
を
行
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
ん
ど
の
改
正
に
よ
り

全
部
の
病
気
に
対
じ
て
加
入
全

は
措
員
か
七
割
給
付
さ
れ
る
わ

け
で
、
た
と
え
ば
一
、
○
○
○

門
の
医
環
代
の
場
合
は
三
○
○

全
世
帯
員
に
七
割
給
付

細
藤
離
辮
四
十
一
年
一
月
か
ら

１
１

●
■
■
■
』
■
■
■
■
。
、
■
８
８
■
■
■
■
５
Ｇ
ヵ
，
一
■
■
■
■
■
■
■
９
９
■
・
■
■
■
Ｂ
ｇ
Ｂ
■
勺
■
・
■
何
日
■
■
８
８
．
＆
ｇ
■
■
■
■
■
Ｆ
■
』
■
甲
、
甲
Ｂ
８
Ｊ
■
１
日
■
ｒ
●
■
、
有
■
■
■
七
日
日
■
・
回
り
勺
３
万
台
■
匹

＝お年玉つき年賀はがき

11月10日発売＝

来年の新年用お年玉つき年賀はがきは、例年より2

日早い11月10日から発売になります。今年の年賀はか

きは寄付金つきの5円はがき6億5千万枚、寄付金な

！
しの4円はかき5徳枚です。年賀はがきの寄付金は、

ことしも社会福祉事業団体、風水害、震災など非幣災

害による被災者の救助にあたる団体、ガン、結核、小

児マヒなどの研究、治擦を行なう団体および原爆の被

爆者の治療援助を行なう団体を対象にして贈られるこ

とになっています。

☆年寅はがきのあてなは、正しく、わかりやすく・

郵政省

円
だ
け
医
者
に
支
払
い
す
れ
ば

よ
い
わ
け
で
す
。

当
町
の
国
民
健
康
保
険
の
現

況
の
あ
ら
ま
し
は
別
表
の
と
お

り
で
す
が
、
こ
れ
を
兄
る
と
分

る
と
お
り
、
保
険
税
は
年
女
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

医
者
に
か
か
る
人
か
多
く
な
っ

た
こ
と
（
受
診
率
の
向
上
）
や

医
旅
賞
の
値
上
か
り
、
給
付
率

が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
な
ど

に
よ
る
も
の
で
す
。

一
方
、
医
者
に
か
か
っ
た
回

数
や
費
用
を
な
が
め
て
み
る
と

こ
れ
も
年
女
増
加
の
一
途
を
た

I

I 【弘前相互銀行金木支店】

ど
り
、
昭
和
三
十
九
年
度
の
擁

餐
件
数
は
三
○
、
四
二
六
件
、

縦
用
費
用
額
は
約
五
千
五
百
六

十
万
円
で
、
こ
の
半
分
以
上
壱

町
で
負
枢
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
わ
け
で
す
。

昭
和
三
十
九
年
度
は
平
均
し

て
、
被
保
険
者
一
人
で
十
三
Ｍ

医
者
に
見
て
も
ら
い
、
二
千
七

百
三
十
七
円
の
医
旅
費
か
か
か

っ
た
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

保
険
税
の
徴
収
率
も
年
女
向

上
し
て
お
り
、
昭
和
三
十
九
年

〕年度別の状況

昭和38年度｜昭和39年度

保 険 税 の
山
届
遭
難
対
策
協
議
会
金
木

支
部
（
支
部
長
Ｉ
三
浦
金
木
警

察
署
長
）
で
は
、
去
る
十
月
十

四
日
、
市
浦
村
字
磯
松
国
有
林

地
内
で
山
岳
遭
難
の
救
助
訓
練

を
行
な
い
ま
し
た
。

当
日
、
午
前
十
時
、
金
木
・

中
里
・
市
浦
・
小
泊
の
役
場
、

消
防
団
、
営
林
署
、
警
察
な
ど
か

別表(1)
ｑ
ｆ
ｆ
Ｐ
ｆ
さ
〃
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
、
く
く
く
く
そ
丘
く
ｒ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ぐ
ｆ
ｆ
ｆ
ｒ
〃
？
〃
ｆ
〃
〃
そ
ｆ
ぐ
ぐ
ｆ
ｆ
４
４
と

|昭和40年度医家~逹墜|昭和37年度’
｜
「

山
岳
遭
難
の
救
助
訓
練

｜
狸

’
２ ５

９
５
９
２
３

２
１１

０
０
’

３
０
’

２
８

，
５

２
１１

2.29712帯数加 入 世 帯 数

被 保 険 者 数
|－

両面ﾃ|~Td90'
6.745円186551

1---.

11，2”

6,523円｜
雨|一

6.320円

｜'9012671

ア70％875％’

1，3801

92.5％ 度
は
九
二
・
五
％
に
逆
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
雌
平
均
の
徴
収

率
は
九
四
％
台
で
あ
り
、
蝶
全

体
か
ら
兇
れ
ぱ
中
以
下
の
成
紙

で
、
町
の
保
険
財
政
は
た
い
へ

ん
苦
し
い
状
態
に
お
か
れ
て
い

ま
す
。そ

こ
で
、
今
年
は
九
五
％
以

上
の
徴
収
率
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
標
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

が
、
保
欣
拠
で
は
納
税
渚
の
理

解
と
協
力
を
望
ん
で
い
ま
す
。

|徴収率’770％

別 表 ( 2 ) 療 養 ヨ

|－反扉~~逹墜_|昭和37年度

ら
関
係
者
九
十
名
か
、
市
浦
営

林
署
磯
松
邪
業
所
前
に
集
合
、

訓
練
の
趣
旨
説
明
、
救
助
部
隊

の
編
成
、
装
備
の
点
検
、
気
象

状
況
の
把
握
な
ど
を
行
な
い
、

四
十
二
才
の
男
の
キ
ノ
コ
取
り

が
遭
難
し
た
と
い
う
想
定
の
も

と
に
、
三
部
隊
に
分
れ
救
助
に

向
い
ま
し
た
。
途
中
、
各
部
隊

は
雨
と
ヤ
ブ
に
悩
ま
さ
れ
、
捜

索
は
困
難
を
き
わ
め
ま
し
た
が

予
定
通
り
、
十
二
時
、
空
腹
と

疲
労
で
動
け
な
く
な
っ
て
い
る

（
？
）
避
難
者
を
発
見
、
無
事

救
助
し
ま
し
た
。
救
助
の
現
場

で
三
浦
金
木
警
察
署
長
か
ら
救

助
の
方
法
等
に
つ
い
て
く
わ
し

会
を
行
な
い
、
有
意
義
な
救
助

く
説
明
が
あ
っ
た
あ
と
下
山
、

事
業
所
で
講
評
と
反
省
、
検
一

訓
練
を
終
わ
り
ま
し
た
。

【
写
真
Ⅱ
救
助
の
瞬
間

養費の年度別状況

年度砺祁舜度耐諏羅一|昭緬0年度
309128,15930,4261-

耐'45353‘860円55,604.159円’一

颪秀一｜
詞ｲ4 309療養

、戸

乙、

鞭養費用額

｜給 付 額

'38,056

141,100.000円
13.791.392円|30,927.645円I(予涼訓.上額）'9,007,476円23,791.392円19‘007検
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：装代として次のとおり加猟されます。_i
i－－－－－－－_－－－

＃糯|鴇＃::'鑿
〔金木町農産物改良協蟻会〕｜
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